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課題名

試験研

究年次

1２九州北部水田野菜地帯におけ鳥散域鑑作芦式の確古

，“ノセル成型苗利用による野菜の作付体系の改善

63～２年（字了）

Ｉ目的

分類 ②

セル成型苗を利用して育苗雇分業化することにより、 効率的な野菜の作付体系
や輪作体系の改善を図り、 水田地帯における野菜生産の定着化に資する。

Ⅱ試験方法

１現地実態調査

（１）調査対象地域 三井郡北野町、大刀洗町

（２）調査方法対象地域の農業概要及び作目や作付体系について、北野町
<ま、６２戸、大刀洗町は、３８戸、アンケート調査を行った。

２セル成型苗の利用による作付体系の改善

試験Ｉ育苗日数と苗の形質

供試品目：キャベツ、ハクサイ、リーフレタス、チンケンサイ、ベんり菜
試験Ⅱ品目毎の適応性と作付回数

供試品目：チンゲンサイ、ホウレンソウ、ベんり菜
試験、輪作体系の改善

供試品目：チンゲンサイ、ホウレンソウ、ベんり菜

Ⅲ主要成果の概要

セル成型苗は径が数ｃｍの鉢型の容器を、水稲の育苗箱の大きさに連結して成

型したトレイの中で育成した苗である。野菜の栽培は、このセル成型苗を利用す
ることにより、均一な健苗の導入が可能瞳なる。また、水稲や前作野菜との労力

競合老回避して効率的な輪作体系が成立し牙分業化方式を取り入れた計画的な野
菜生産が可能となる。

１現地の実態は、育苗、定植時や収穫時の労力が不足し、また、野菜の作付も多
い所で年間３作であり、作付体系が耀着化している ◎

２セル成型苗は、水稲用育苗箱で１００～400本の育苗が可能であり、軽量化による
労働強度の軽減と効率的な大量育苗が可能になる。

３育苗日数は、セル数が200トレイでは20日前後であり、共同育苗施設における稼
働率を高めて、継続的な種苗供給が行える。

４輪作体系は、セル成型苗を利用して育苗を分業化することにより、１年間の作
付回数が増加して多様化する。また、野菜作に不慣れである農家の取り組みも容
易になる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第.1表…一_蝉k成型苗とzK-u次ソ加遡上量一一一
丘Ｊ、トレイ１トレイ及び１苗１本当たりのb■

育苗容器セルの大きさセル数ポット当たりのボリボット対比
1町="¥■■qII

： n用土量用土量…

セル大2.6×3.5ｃｍ 162コ１，４１６９ ０．１５

．
』

セル小 ２．２×3.5cｍ 200コ１．１８４９０．１０

一虻ｿ虻ツトー直径69ｍ ●●● 6 091.00
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注）Ｈ：ホウレンソウＢ：ベんり菜Ｃ：チンゲンサイ

第１図セル成型苗利用による輪作体系一

第３表〃煙し成型苗利用によ‐昼

品

年間作付回数と収量

.セル成型苗移植作付体系 慣行播種作付体系

貝一fE付回数一頁苗日数在圃日数収量作付回数在圃日数収量

作日日ｔ/lOa 作日ｔ/1０

ベんり菜１５，７１７．４２２．５１５．６１１．０３３．０１１．２

ﾁﾝｹｰﾝｻｲ１２．３２２．６２８．７１８．１８．２４３．０１２．４

ｼｭﾝｷﾞ､ク１０．５２８．９３３．９９．１７．０５１．０５．５

ﾎｳﾚﾝｿｳ９．５２１．３３３．３１２．１８．０４２．６９．２

ﾈキ ７．３３２．０
－~‐■－｡■一

49.0８．４５．７６４．４６．９

注）育苗日数と在圃日数は１作毎の平均日数とした。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

高齢化や労働力不足に対応した、野菜栽培方式として活用する。
施設の設置による地域に密着した種苗の安定的な供給体制を確立する
◎

従来の苗に比べ小苗であるので、定植後活着まで、しおれさせ、
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Ⅵ今後の研究上の問題点
1・セル成型苗の短期保存方法の確立
２セル成型苗の機械移植栽培枯術の確ウ
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